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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月14日(2015.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象における精神医学的障害または認知発達障害を治療する方法であって、
前記対象に、治療有効量の少なくとも１種のＲＸＲアゴニストを投与して、前記精神医学
的障害または認知発達障害を治療することを含む方法。
【請求項２】
　前記ＲＸＲアゴニストが：
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【化１】

または薬学的に許容されるその塩を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＲＸＲアゴニストと組み合わせてＰＰＡＲγアゴニストを投与することをさらに含
む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記ＰＰＡＲγアゴニストがチアゾリジンジオンまたはその誘導体を含む、請求項３に
記載の方法。
【請求項５】
　前記ＰＰＡＲγアゴニストが、（＋）－５［［４－［（３，４－ジヒドロ－６－ヒドロ
キシ－２，５，７，８－テトラメチル－２Ｈ－１－ベンゾピラン－２－イル）メトキシ］
フェニル］メチル］－２，４チアゾリジンジオン；５－［４－［２－（５－エチルピリジ
ン－２－イル）エトキシル］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［（
１－メチルシクロヘキシル）メトキシ］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；（シ
グリタゾン）；４－（２－ナフチルメチル）－１，２，３，５－オキサチアジアゾール－
２－オキシド；５－［４－［２－［（Ｎ－（ベンゾオキサゾール－２－イル）－Ｎ－メチ
ルアミノ］エトキシ］ベンジル］－５－メチルチアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４
－［２－［２，４ジオキソ－５－フェニルチアゾリジン－３－イル）エトキシ］ベンジル
］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［２－［（Ｎ－メチル－Ｎ－（フェノキシ
カルボニル）アミノ］エトキシ］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－
［２－フェノキシエトキシ）ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［２
－（４－クロロフェニル）エチルスルホニル］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン
；５－［４－［３－（５－メチル－２－フェニルオキサゾール－４－イル）プロピオニル
］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［［４－（３－ヒドロキシ－１－メチ
ルシクロヘキシル）メトキシ］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［
２－（５－メチル－２－フェニルオキサゾール－４－イル）エトキシル］ベンジル］チア
ゾリジン－２，４－ジオン；５－［（２－ベンジル－２，３－ジヒドロベンゾピラン）－
５－イルメチル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［［２－（２－ナフチルメチル）
ベンゾオキサゾール］－５－イルメチル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［
２－（３－フェニルウレイド）エトキシル］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；
５－［４－［２－（Ｎ－ベンゾオキサゾール－２－イル）－Ｎ－メチルアミノ］エトキシ
］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［３－（５－メチル－２－フェ
ニルオキサゾール－４－イル）プロピオニル］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン
；５－［２－（５－メチル－２－フェニルオキサゾール－４－イルメチル）ベンゾフラン
－５－イルメチル］オキサゾリジン－２，４－ジオン；５－［４－［２－（Ｎ－メチル－
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Ｎ－（２－ピリジル）アミノ］エトキシ］ベンジル］チアゾリジン－２，４－ジオン；お
よび５－［４－［２－（Ｎ－（ベンゾオキサゾール－２－イル）－Ｎ－メチルアミノ］エ
トキシ］ベンジル］オキサゾリジン－２，４－ジオンからなる群から選択される少なくと
も１種の化合物または薬学的に許容されるその塩を含む、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記対象にＬＸＲアゴニストを投与することをさらに含む、請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＲＸＲアゴニストが微粉化された形態のものである、請求項２に記載の方法。
【請求項８】
　前記精神医学的障害または認知発達障害が、自閉症スペクトラム障害、精神病、統合失
調症、不安、気分障害、注意欠陥／多動性障害、行動障害、およびダウン症候群からなる
群から選択される、請求項１に記載の方法。
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